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にはその文学を顕彰する文学館があり、それぞれがユニークな活動をしています。本講座では
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□第４講　11月30日（水）	 山本有三と太宰治の三鷹時代	 62
	 講師　渡辺美知代（三鷹市山本有三記念館）・吉永麻美（太
	 宰治文学サロン）
□第５講　12月14日（水）	 吉野の里と吉川英治	 64
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■福島さとみ「仙川のくらし─武者小路実篤の芸術世界」	 66
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１、武蔵野と文学

　引用①「武蔵野は私に取っては忘れられ
ないところである。どういう意味から考え
て見ても、面白い興味のあるところだと私
は思う。武蔵野の風や、雨や、雪や、丘や、
川や、そういうものを考えると、自然の大
きさがしみじみ体に迫って来るような気が
する。日本でも他にこれほど興味のある歴
史を持ち、これほど変化した地形を持ち、
これほど複雑したカラアを持っているとこ
ろはない。」田山花袋『東京近郊一日の行楽』

（現代教養文庫）10　
　
２、国木田独歩『武蔵野』

　 引 用 ②「『 武 蔵
野の俤（おもかげ）
は今纔（わづか）
に 入 間 郡 に 残 れ
り』と自分は文政
年間に出来た地図
で見た事がある。

（中略）武蔵野が今
は果していかがで

あるか、自分は詳わしくこの問に答えて自
分を満足させたいとの望を起こしたことは
実に一年前の事であって、今は益々この望
が大きくなって来た。（中略）秋から冬に
かけての自分の見て感じた処を書て自分の
望の一少部分を果したい。先ず自分からの
問に下すべき答は武蔵野の美今も昔に劣ら

ずとの一言である。」
　引用③「昔の武蔵野は萱原（かやはら）
のはてなき光景を以て絶類の美を鳴らして
いたように言い伝えてあるが、今の武蔵野
は林である。林は実に今の武蔵野の特色と
いっても宣い。則ち木は重い楢の類で冬は
悉く落葉し、春は滴るばかりの新緑萌え出
ずるその変化が秩父嶺（れい）以東十数里
の野一斉に行われて、春夏秋冬を通じ霞に
雨に月に風に霧に時雨に雪に、緑陰に紅葉
に、様々の光景を呈するその妙は一寸西国
地方又は東北の者には解し兼ねるのであ
る。元来日本人はこれまで楢の類の落葉林
の美を余り知らなかった樣である。」
　引用④「今から三年前の夏のことであっ
た。自分は或友と市中の寓居を出でて三崎
町の停車場から境まで乗り、其処で下りて
北へ真直に四五丁ゆくと桜橋という小さな
橋がある、それを渡ると一軒の掛茶屋があ
る、この茶屋の婆さんが自分に向かて「今
時分、何にしに来ただア」と問うた事があっ
た。自分は友と顔を見合わせて笑て、「散
歩に来たのよ、ただ遊びにきたのだ」と答
えると、婆さんも笑て、それも馬鹿にした
様な笑いかたで、「桜は春咲くこと知らね
えだね」と言った。」
＊文学散歩
　 「国木田独歩の詩碑」（三鷹駅北口広場）
　 「桜橋」「国木田独歩文学碑」武蔵境駅か

ら北に伸びる道路と玉川上水が交差する
地点。

　「玉川上水緑道」

平成23年10月19日　午後１時30分〜３時30分

第１講　武蔵野の文学
─国木田独歩『武蔵野』、徳富蘆花『みみずのたはごと』、大岡昇平『武蔵野夫人』を中心に─

生田　美秋（世田谷文学館学芸部長）
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３、徳富蘆花『みみずのたはごと』

　引用⑤「彼は毎に武蔵野の住民と称して
いる。（中略）彼の住居は、東京の西三里、
玉川の東一里、甲州街道から十丁程南に
入って、北多摩郡中では最も東京に近い千
歳村字粕谷の南耕地と云って、昔は追剥が
出たの、大蛇が出て婆が腰をぬかしたのと
伝説がある徳川の御林を、明治近くに拓い
たものである。林を拓いて出来た新開地だ
けに、いづれも古くて三十年二十年前株を
分けてもらつた新家の部落で、粕谷中でも
一番新しく、且人家が疎らな方面である。」
　引用⑥「十月は雨の月だ。雨が続いたあ
とでは、雑木林に茸が立つ。野ら仕事をせ
ぬ腰の曲がった爺さんや、赤児を負ったお
春つ子が、笊をかかえて採りに来る。楢茸、
湿地（しめじ）茸、稀に紅茸、初茸は滅多
になく、多いのが油坊主と云う茸だ。一雨
一雨に気は冷えて行く。田も林も日に日に
色づいて行く。甘藷が掘られて、続々都へ
運ばれる。」
＊文学散歩＊

「蘆花恒春園」（京王線芦花公園駅より徒歩
１0分）。

４、大岡昇平『武蔵野夫人』

　引用⑦「中央線国分寺駅と小金井駅との
中間、線路から平坦な畠中の道を二丁南へ
行くと、道は突然下りとなる。「野川」と
呼ばれる一つの小川の流域がそこに開けて
いるが、流れの細い割に斜面の高いのは、
これがかつて古い地質時代に関東山地から
流出して、北は入間川、荒川、東は東京湾、
南は現在の多摩川で限られた広い武蔵野台
地を沈殿させた古代多摩川が、次第に西南
に移って行った跡で、斜面はその途中作っ
た最も古い段丘の一つだからである」

　引用⑧「「はけ」とは「鼻」の訛だとか、「端」
の意味だとかいう人もあるが、どうやら「は
け」はすなわち、「峡（はけ）」にほかならず、
長作の家よりむしろ、その西から道に流れ
出る水を遡って斜面深く喰い込んだ、一つ
の窪地を指すものらしい。」
＊文学散歩＊
　 「国分寺崖線」立川市北東部から国分寺、

小金井、調布、世田谷区二子玉川にかけ
て伸びる段丘

　「滄浪泉園」小金井市貫井南町。
　「貫井神社」滄浪泉園から徒歩8分。

５、武蔵野を描いたその他の文学作品

１） 田山花袋『東京近郊一日の行楽』（現代
教養文庫）

２）若山牧水『歌集　独り歌へり』
３）井伏鱒二『荻窪風土記』（新潮文庫）
４）上林暁『聖ヨハネ病院にて』（新潮文庫）
５）下村湖人『次朗物語』（新潮文庫）
６） 黒井千次『たまらん坂』（講談社文芸文

庫）

むすび

　引用⑨「東京の郊外は他にちょつと見ら
れないような好い郊外だ。上方の人に言わ
せると、東京の郊外は、空風の強い、見る
物のない、広漠としたつまらぬところのよ
うに言うけれど、それは細かい古い空気に
浸って見ないためで─あるいは本当に武
蔵野の丘の趣味、林の趣味、川の趣味を見
ないからであって、静かにその細かい気分
に浸って見ると、ちょっと他の都会の持っ
た郊外にはこれに及ぶものはないと私は思
う。」田山花袋『東京近郊一日の行楽』（現
代教養文庫）
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【若き日の実篤】

◆雑誌『白樺』創刊
◆白樺美術館設立運動
◆新しき村の提唱

【仙川の生活と仕事】

◆仙川の家
　満七十に調布の土地に新しい家が出来、
その十二月二十日に僕は其処に引越した。
この家では僕が何となく夢みていた三つの
事が実現されて僕は喜んだ、それは僕の子
供らしい夢というべきものだった。何等の
根拠のないものだが、僕は満足した。
　それは自分の庭には水のある事、それか
ら古い土器が出る事、それに土筆がはえて
いる事、之は何等の根拠のある夢ではな
かったが、今度僕の住んだ庭ではこの事が
偶然事実となってあらわれたのである。
　僕自身はひろった事はないのだが、縄文
の土器の破片はいくつも友達や孫によって

ひろわれ、土筆は自分でとって毎年たべて
いる。
　その上、この庭には三つの池がある。水
のわく小さい池の他に相当大きい二つの池
があり、どれも形もかわり、散歩して歩く
楽しみがある。
　僕としては少し贅沢な庭である。（「一人
の男」第二五〇章より）
◆仙川の生活
　調布に住むようになって、僕は初めて自
分達の家に住んだ気がした。
　二人だけで住んだので、誰にも神経をつ
かう必要はなかった。僕達老夫婦にとって、
この事は実に自然であった。

（中略）
　なんのこだわりもない、仕事の事に一心
になれる生活は乱されたくない、殊に老人
になっては。僕にとってはしたい仕事で一
ぱいだ。
　僕は正直に自分の書いておきたい事を何
ものにもさまたげられずにかく事と、自分
がかきたい画を誰にもたのまれずにかく、
この喜びは乱されたくない。その点で僕の
日常生活は僕の晩年にとっての之以上の生
活はあり得ないと思っている。
　しかし時々は娘や孫が来ないでは困る
し、又僕の生きている事を喜んでくれる人
がいてくれないでも困る。（「一人の男」第
二五二章より）
◆文学の仕事
　僕は朝は原稿をかく事にし、午後は原稿
はいっさい書かず、画をかく事にしてい

平成23年11月２日　午後１時30分〜３時30分

第２講　仙川のくらし
─武者小路実篤の芸術世界─

福島　さとみ（調布市武者小路実篤記念館首席学芸員）

（調布市武者小路実篤記念館提供）
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る。画は話をしながらでもかけない事はな
いし、隣室から話し声が聞えても、いくら
か邪魔になるのは事実と思うが、それに負
けない事も出来る自信もあるが、原稿の方
は隣りから話し声が聞えると、どうしても
精神統一の邪魔になる。それで僕は午前は
原稿をとりに来る人以外は面会謝絶をたて
まえにしている。（中略）
　文学は言葉の仕事であり、頭の仕事であ
る。
　僕は言いたい事がいくらでもあるから、
書く事に不自由はしない。生きている内に
言うだけの事は言っておきたいと思う。誰
にたのまれたわけではないが、自分では人
類にたのまれた気でいるから誠にお目出た
い。（「毎日の生活」・読売新聞社刊『私の
美術遍歴』より）
◆画の仕事
　画の仕事は僕にとっては道楽でもあり、
それ以上でもある。言葉は無用の仕事の場
合が多いわけだが、僕には真剣な仕事だ。
　僕は元来画家には生れていないが、しか
しそれだけ、自然のつくったものの美しさ
には感心し切る事が出来る。文句なしに美
しい、生き生きしている。「生命が内に充
実するものは美なり」と僕は思っている。
野菜はそう言う意味で僕はいつ見ても感心
する。それをさながらに心をこめてかきた
い、そしてそれがかければすばらしいと思
う。
　殊に花なぞはある瞬間実に美の極致を発
揮すると思う。それをすぎるといささかだ
れてくる。瞬間の美しさ、僕はそれを永遠
化する事に画家の喜びがあると思う。心を
こめて自分が本当に美しく思ったものをか
く時の、敬虔の喜び、それを真心を生かし
てかくと自分の生命も自ずと紙面に生き出
すと思う。僕はそう言う画だけが画とは思
わないが、そう言う画も真剣になってかく

だけの値打があるものと思っている。（「毎
日の生活」・読売新聞社刊『私の美術遍歴』
より）
　僕は自分のかいた画をいくらか大事にし
たくなる。人間も九十歳近くなると、自分
の仕事を愛する気持ちが入ってくる。之か
ら少しずつ自分が好きでたまらない画をか
いて見たくなる。僕も少しずつ齢をとり
九十近くなると自分の仕事に愛着が出てく
るようだ。
　僕は自分の画を愛したくなる。静物をか
くのでも、他人にあげる前に自分が楽しみ
たくなる。本当に自分が愛される画をしみ
じみかきたいと思う。（「自分の画（二）・
読売新聞社刊『私の美術遍歴』より）
◆愛蔵品に囲まれて
　僕は画の本物を見ると、それをかいた時
の画家の最美の心にふれる事が出来、同時
にその画家をそれをかいた事実そのものに
ふれる事が出来る。勿論彼等も人間だ。人
間以上ではない。だが全精神を生かせるだ
け生かした。その真の証しにふれる。その
画家の真心にふれる喜び。それが本当の画
の喜びと思う。
　古今東西の芸術家の真の作品にふれる事
で僕は古今東西の人間の心をじかに感じる
事が出来、人間は自分一人だけが孤立して
いるものではなく、人類共通ななにものか
に導かれている事を知る。美を愛する深さ
こそ、我等を導くものの深さと思える。人
間は孤立したものではないのである。我等
は無限なものから生れたものであり、無限
な美を限りなく愛するものである。（「好き
者の独語」・読売新聞社刊『私の美術遍歴』
より）
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○はじめに

・ 地域社会は文学者にどんな影響を与える
のか

・ 文学者たちの求めた環境と町田市域の歴
史的特徴

町田ゆかりの文学者たちとその歴史的特徴

①文化的発展の基礎を蓄積した江戸時代

○江戸時代の町田市域
　江戸から比較的近い地域（首都圏）に市
域が存在していたため、江戸の先進的な文
化や情報の影響を強く受ける。
　五十嵐浜藻、小山田与清、小島家の人々
（小島正敏、小島正則、小島為政、小島守政）

②明治・大正から昭和初期まで

○明治・大正の町田市域
　自由民権運動の隆盛と衰退→人的交流の
活発化。民権青年グループの東京進出など
　北村透谷
◇鉄道の開通とその影響
○町田市域周辺の鉄道
　明治５年 東海道線が開通
　明治22年 東海道線（新橋─ 神戸）が
全線開通、甲武鉄道（新宿─八王子）が開
通→町田市域近郊を通る鉄道の開通によ

り、市域の交通事情にも変化が。特に八王
子に近い地域（相原・小山地域など）には
より多くの物資や情報がもたらされる。
○横浜線の開通
　明治41年　横浜鉄道（八王子─ 東神奈
川）開通→八王子・横浜方面から物資が流
入、駅周辺地域の発展。
　八木重吉や、中村雨紅はこうした周辺環
境の変化を目の当たりにした。横浜方面か
ら文学者が流入　ex.田山花袋、小島烏水、
大町桂月　

「小山田紅潮社」旗揚げ等の文芸運動
○小田急線の開通
　昭和２年　小田急線開通。市域を鉄道が
縦横に走ると共に、都心への交通手段がつ
いに整備。その衝撃は横浜線開通の比では
なかった。他の地域から文学者たちが町田
市域移住
　ex.和田傳、桜田常久、下村照路
市域生まれの文学者の活躍
　ex.川田総七
○戦時下における疎開地として
　太平洋戦争のさなか、鶴川周辺が文学者
の疎開先へ
○戦時下の文学空間を彩った文学者たち
　白洲正子、河上徹太郎、石川桂郎、神近
市子、今井邦子、神部照子、井上友一郎

平成23年11月16日　午後１時〜４時

第３講　見学会　地域の発展と町田の文学者たち＆
『孤愁の詩人・画家蕗谷虹児展』

山端　穂・神林　由貴子（町田市民文学館ことばらんど学芸員）
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③戦後の経済成長・首都圏拡大の中で

○文学者の職場として
　宮川哲夫、乾直恵
○都市化の進行と町田市の誕生
　昭和33年２月１日　町田市が誕生
○自然あふれる住環境を求めて
　「首都圏整備法」「市街地再開発プラン」
の適用→住宅地の増加と大型団地の形成。
ライフライン・道路網の整備。
　遠藤周作、木本正次
○団地で暮らす文学者たち
　大型団地の進出─ 町田で団地暮らしを
する文学者の出現
　ex.半田義之、八木義徳、藪田義雄
○急激な都市化の中で
　都市化の進行と近郊農村の荒廃→農民文

学の主要なテーマのひとつへ
　ex.薄井清

④ 文学者を惹きつける新たな町田の魅力と
は？

○都市化における新たな魅力の創出
　駅前の大型商店街が文学者を刺激する新
たな魅力へ
　福本和也、日影丈吉、三浦しをん
○現在の町田と文学
　自然豊かな創作の場としての魅力。
　 ベッドタウンとして居を求めた次世代
（町田生まれ）の文学者の活躍

　繁華街として新たな魅力を加えた町田が
小説の舞台として見直されつつある。

蕗谷虹児展、チラシ
講座風景

蕗谷虹児展、解説風景
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【山本有三の三鷹時代】

１．はじめに

＊三鷹の概要
＊三鷹の歩みとゆかりの作家

２．山本有三と三鷹

＊山本有三
＊有三と三鷹の家
「三鷹の思い出」
　私が三鷹村に越したのは、二・二六事件
の直後であった。その翌年に日支事変がお
こり、その三年後に、三鷹は町になった。
　太平洋戦争も、敗戦も三鷹の家で迎えた。
そういう意味で、三鷹は思い出の深い土地
である。私はここで、「新編路傍の石」を
書き、「戦争とふたりの婦人」を書き、「米
百俵」を書いた。新かなづかい、当用漢字
の制定、新憲法の口語化にたずさわったの
も、この時代のことである。
　しかし、敗戦の結果、私は家を接収され、
なつかしい三鷹を立ちのかなければならな
いことになった。私はしばらく他人の家に
間借りをしたり、大森に移ったりして、今
では神奈川県に住んでいる。三鷹が市に昇
格したのは、その間のことである。ことし
は、その十五周年にあたるというが、もし、
家を接収されなかったら、私も市民として
三鷹にとどまっていたことであろう。
　三鷹に住んでいたのは十一年ほどだが、

三鷹は私にとって忘れがたい土地である。
初出：「三鷹市報」昭和44年11月3日号
出典:『山本有三全集』第11巻 新潮社 1977
年

３．山本有三の三鷹時代

＊三鷹時代の作品
　長編小説：「路傍の石｣（｢朝日新聞｣1937
年１月〜６月）「新篇　路傍の石」（「主婦
之友」1938年11月〜1940年７月）
　中編小説：「はにかみやのクララ」（「主
婦之友」1937年１月〜３月）「ストウ夫人」

（「主婦之友」1938年１月〜３月）
　戯曲：「米百俵」（「主婦之友」1943年１
月〜２月）
　その他：児童教養叢書『日本少国民文庫』
全16巻　新潮社　1935〜1937年
＊「ミタカ少国民文庫」の活動
＊国語問題への取り組み
＊山本邸の接収
＊まとめ

４．三鷹市山本有三記念館について

＊建物の歴史
＊三鷹市山本有三記念館の特徴

【太宰治の三鷹時代】

１．三鷹へ
　昭和13年１月石原美知子と見合い、11月

平成23年11月30日　午後１時30分〜３時30分

第４講　山本有三と太宰治の三鷹時代

渡辺　美知代（三鷹市山本有三記念館）、吉永　麻美（太宰治文学サロン）
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に婚約。翌年１月に井伏鱒二宅で祝言。甲
府での新婚生活を経て、昭和14年９月東京
府北多摩郡三鷹村下連雀に転居。
　三鷹について一つの作品にまとめること
はなかったが、主人公の住まいや物語の舞
台にとりあげるな　どして、当時の三鷹を
彷彿する数多くの情景を作中に残してい
る。

２．太宰の住まい

　三鷹市下連雀113（現：下連雀2-14-7）の
新築借家。家賃24円。３軒並びの一番奥。
12坪半ほどの敷地で６畳、４畳半、３畳の
間取りで玄関、縁側、風呂場があった。６
畳を書斎にしていた。執筆は日中（午後三
時前後まで）。１日５枚が自分の限界。

３ ．中期の旺盛な活動期　（昭和13年〜昭
和20年）

　昭和12年10月「若草」に発表した「燈籠」
から１年間のスランプを経て、中期の旺盛
な活動期に入る。所帯を持ち、精神的安定
を取り戻し作風も明るくなる。例：「富嶽
百景」（昭和14年）、「走れメロス」（昭和15
年）、「東京八景」（昭和16年）など。

４．後期の太宰文学　（昭和21年頃〜）

　昭和22年11月14日。疎開先の故郷青森県
北津軽郡金木村（現：五所川原市金木）か
ら三鷹の家に戻る。第二次世界大戦が終結
してから亡くなる昭和23年（1948）６月ま
での３年足らずの間に自宅が被災、体調を
崩すなどしながらも、精力的に執筆に取り
組んでいる。
◆破滅の文学、絶望期→罪を描く
◇家庭を主題とした作品を多く残す。一貫

して女性の強さを追究する姿勢

５．太宰治　三鷹での足跡

仕事部屋
その他
店は主に編集者との打合せ場所に使用
①うなぎ「若松屋」②小料理屋「千草」
③伊勢元酒店　④美登里鮨
⑤禅林寺　　⑥跨線橋　　⑦玉川上水

６．終焉の地・三鷹
□ 作家生命（＝太宰治）を費やした地…生

涯で残した作品の大半を三鷹で執筆。
□ 肉体（＝津島修治）が没した地…一箇所

に定住することのなかった太宰が家族と
の所帯持ち、終の棲家とした。

　まさに三鷹は、太宰にとって終焉の地と
いうだけでなく創作活動の地である。

７．“太宰治”を演じた津島修治

□写真　　無頼派のイメージ
□ 回想録など→当時の証言のもとに形成さ

れる太宰の人物像
太宰との関係性によって食い違う論
津島美知子著『回想の太宰治』（講談社刊）
→ 太宰の人となり、作品創作過程を知る上

で重要な研究書

＜三鷹時代の肖像＞

　戦後、太宰が「斜陽」でベストセラー作
家となり、坂口安吾、織田作之助らと共に
無頼派の象徴的存在となってからのもの。
撮影したのは写真家では林忠彦と田村茂の
二人だけ。参考文献：林忠彦著『文士の時
代』（朝日新聞社刊）
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１）吉川英治の生涯
　・地方、農村との直接的関係の薄さ
　・文学の社会に与える力への確信
　・頻繁な転居
　　作家となって以後の住所
　　本 郷千駄木町（番地不明）（大正12〜

13年）
　　東 京府豊多摩郡杉並村高円寺1016（大

正13〜15年）
　　東 京府豊多摩郡杉並町馬橋547（大正

15〜昭和３年）
　　東 京府豊多摩郡落合村大字上落合553

（昭和４〜６年）
　　東  京市芝区芝公園14号地（昭和６〜10

年）
　　東京市赤坂区表町3-24（昭和10〜19年）
　　東 京都西多摩郡吉野村上柚木（昭和19

〜28年）
　　東 京都品川区北品川4-740（昭和28〜

32年）
　　東京都渋谷区松濤83（昭和32〜33年）
　　東 京都港区赤坂新坂町１（昭和33〜37

年）

２ ）地方・農村への関心と日本青年文化協
会

　・ 倉田百三、白鳥省吾、安岡正篤との交
流

　・日本青年文化協会
　　会長：吉川英治
　　機 関誌：『青年太陽』（昭和10年１月号

〜12年５月号）
　・ 「旧藩主帰郷論─地方文化振興の適任

者として─」「再び、旧藩主の文化的
帰郷に就て」（「草思堂雑稿」富士出版
社　昭和16年９月20日）

　・未発表原稿「中央農産館ノ構想」

３）吉野村移住への思い
　・教育
　　　梅花賞
　　　学校への図書の寄贈、図書館の整備
　・文化活動
　　　公民館建設
　　　俳句会
　・観光振興
　　　秩 父多摩甲斐国立公園（元秩父多摩

国立公園）
　　　桜の植樹
　・村を離れて
　　　「半野軒」
　　　「市生山心」

平成23年12月14日　午後１時30分〜３時30分

第５講　吉野の里と吉川英治

片岡　元雄（吉川英治記念館）
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仙川のくらし―武者小路実篤の芸術世界

福島さとみ（一般財団法人調布市武者小路実篤記念館）

　調布市武者小路実篤記念館は、昭和51年に90歳で亡くなった武者小路実篤のご遺
族より調布市に邸宅と愛蔵の美術品・愛用品等を寄贈いただき、その後、邸宅は昭和
53年に実篤公園として開園、昭和60年、隣接地に開館しました。多摩地域にある文学
館として、多摩の歴史講座「武蔵野・多摩の文学」の講座に招かれ、当日は実篤の主
な活動、素顔の実篤、そして、仙川の地を選び、そこでの日々を中心にお話ししました。
　実篤は明治43年、学習院時代の文学仲間たちと創刊した雑誌『白樺』で文壇に登
場して以後、ロングセラーの「友情」、「愛と死」「真理先生」のほか「人生論」な
ど生涯七千篇といわれる作品を執筆しました。また、『白樺』は誌上や主宰展覧会
で当時まだ珍しかった西洋近代美術のゴッホ、セザンヌ等を広く紹介し、その後の
文学や美術に大きな影響を与えています。文学以外でも大正７年に人間らしく生き
る社会を目指し設立した「新しき村」の活動や、40歳頃からは自身で絵筆をとり、人々
に親しまれている野菜や花などの画に詩や言葉を添えた数々の作品を描きました。
　 幅広い活動をした実篤について、多くの方々は文壇の重鎮、謹厳実直など固い
イメージをお持ちです。そんな実篤の素顔は、子どもの頃には身体が弱く、生死を
身にもって感じ、生命力の不思議さや生き抜く力を信じ創作してきました。そして、
三人の娘たちが生まれ、昭和20年代には一緒に住む孫たち等家族にとり、実篤はユー
モア溢れ、常に「面白い」存在でした。父、祖父として、子どもの気持ちを尊重し、
何事にも前向きに取り組み、自分らしくいられることに心を寄せています。
　実篤が70歳、昭和30年に仕事の集大成の場として選んだのが調布市の「仙川の家」
で、ここに20年間暮らしました。年をとったら「水のあるところに住みたい」との
願いを叶え、国分寺崖線の湧水を水源として大小の池があり、緑が多く残る地です。
安子夫人との二人の生活で、朝に原稿を書き、午後からは画を描き、来客の応対が
日課でした。
　平均寿命がまだ60歳代の頃に、70にして家を建て、多くの作品を生み出した実篤。
彼にとり仙川の生活は、明日には良い作品がかけるという前向きな姿勢を持ち創作
に取り組み、老いても生き生きと暮らす様子がうかがえます。そこには、実篤が書
いた「老いとは悲観ではなく、経験を積み重ね、ますます賢くなることを意味し、
その賢さが人間の信頼や尊敬につながっている。」を実践しています。自分らしく
生きることを大切に考えてきた実篤のこうした姿勢は、世代、時代を超えても学ぶ
べきことは多いことを講座のまとめにかえてお話しました。
　 参加者の方々は熱心に聞いて下さった事を記憶しております。多摩地域の文化
への関心を高めてゆくには、今後もこうした地域の文化事業を続けていただくよう
に願っております。当館も微力ながら協力させていただき、情報発信の機会として
参りたいと思います。


